
特記仕様書（共通） 

 

Ⅰ工事概要 

工事名称 令和６年度 第９号 滋賀県立大学交流センター空調設備改修工事 

工事場所 滋賀県彦根市八坂町２５００ 

履行期限 令和９年３月２６日限り 

工事目的 交流センターの空調設備改修 

 

Ⅱ一般事項   

ア 各種関連法令および工事の安全等に関する指針等を遵守し、設計図書、公共

建築工事標準仕様書および施工計画に従って施工すること。 

イ 請負人は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付

すること。 

ウ 請負人は、建設工事等に伴う許認可等の各種申請を行うこと。 

エ 次の日の現場作業は実施しないこと。 

2024年度（参考） 

・TOEICテスト       5月 11日（土） 

・湖風夏祭         6月 15日（土） 

・オープンキャンパス    7月 20日（土）、21日（日） 

・湖風祭         11月 3日（土）、4日（日） 

・特別選抜試験      11月 23日（土）、24日（日） 

・TOEICテスト       12月 7日（土） 

・大学入学共通テスト   1月 18日（土）、19日（日） 

・一般選別試験（前期）  2月 25日（火）、26日（水） 

・一般選別試験（後期）  3月 12日（水）、13日（木） 

2025 年度以降については未定だが、同様の日程にて大学行事があるものと

する。 

なお、上記行事以外にも作業の中止を要請する場合があるため、協力するよ

う努めること。 

オ 工事時間（現場作業時間、重機の稼働時間、搬出入時間等）については、本

学運営等に十分配慮すること。 

カ 工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃、臭気等の発生、土壌

汚染、排水汚染等の公害が生じないよう、工事完了まで万全の対策を講じるこ

と。 

キ 本工事区域は学校校地にあることから、騒音、振動等を最小限にとどめると

ともに、学生の安全には最大限の配慮を行うこと。 

ク 工事エリア外での資材の仮置き、工事関係車両の駐車等を生じさせないこ

と。また、夜間等における不法侵入防止など、工事現場内の保安管理に留意す

ること。 



ケ 当該作業区域への進入経路は法人の指示に従うこと。また、このことについ

ては工事期間中作業区域に出入りする工事関係車両に対して周知徹底するこ

と。 

コ 周辺道路の交差点部、工事車両の出入口部等必要な箇所には交通誘導員等を

適切に配置し、工事期間中の周辺環境の安全性を確保すること。特に、大型車

両の出入りについては、十分な安全対策を講じること。 

サ 工事用の水、電力は、学内既存施設を無償で利用することができる。 

 ただし、現場事務所については、有償とする。 

シ 工事管理書類の作成等にあっては、「滋賀県立大学工事管理マニュアル」（以

下「管理マニュアル」という。）に準じて作成のこと。 

 なお、本工事は、会計検査の対象となるため、後日確認した際にわかりやす

いよう、特に留意して整理すること。 

ス 新型コロナウイルス感染症への対応について 

  (1) 受注者は、新型コロナウイルス感染症の拡散防止に努めること。 

  (2) 受注者は、社内関係者や現場技術員等の本工事の関係者に罹患者が発

生した場合には、適切な対応を取るとともに、直ちに監督員にその旨を

報告しなければならない。 

  (3) 新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ず工事の進捗に影

響が生ずる場合には、その対応について発注者と協議すること。 

 

Ⅲ着工前業務 

ア 着工に先立ち、建築準備調査等を十分に行い、工事の円滑な進行と学内の安

全を確保すること。      

イ 請負人は、工事の着手前および完了後に、自ら必要と思われる範囲の近隣家

屋・工作物の調査を実施し、工事に起因する損傷等の有無を確認すること。 

ウ 工事に着手するときは、管理マニュアルに準じて工事着工届書等を提出して

監督職員の承諾を受けること。 

 

Ⅳ施工期間中業務 

ア 請負人は、法人に対し工事施工の事前説明および事後報告を行うこと。 

イ 請負人は、管理マニュアルおよび公共建築工事標準仕様書に示す書類を法人

に提出するとともに、工事施工、工事管理の状況について定期的に法人の確認

を受けること。 

ウ 法人は、適宜中間技術検査を実施する。 

エ 請負人は、「公共工事に入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、

適切な施工体制を講じること。 

オ 各種下請業者、製造所等県下で供給できるものについては、極力県内業者を

選定すること。 

カ 各種機器類、建材類等の形状、色彩については、原則として提案内容および



設計図書によるものとするが、決定は、材料承認届を受けて、法人が行うもの

とする。 

キ 材料の検査に伴う試験は、原則として公的試験場で行うこと。 

ク 工事で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒト放

散量はＦ☆☆☆☆とすること。 

ケ 工事で使用する材料は、アスベストを含有しないものとすること。 

コ 工事中の安全対策等は、請負人において十分に行うこと。 

サ 構内および工事関係者の安全確保や労働環境保全に十分配慮すること。 

シ 事故、火災等非常時の対応については、予め法人と協議のうえ安全計画書を

作成し、事故等が発生した場合には安全計画に基づき直ちに必要な措置を講じ

ること。 

ス 万が一、既存舗装、その他工作物等を破損した場合にあっては、関係者への

対処と合わせ、すみやかに現状復旧を行うこと。 

セ 工事施工上、やむなく既存の花壇、フェンス等の工作物の一部を一時的に撤

去する場合は、事前に法人と協議し承諾を得るとともに、工事完了時には現状

復旧すること。 

ソ 本工事により発生する建設廃棄物および特定建設資材廃棄物は、建設リサイ

クル法他関係法令等を遵守し、適正に処理し、法人に報告すること。 

タ 請負人は、過積載等違法運行防止を図り、道路交通法を遵守すること。 

チ 請負人は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないも

のとし、工事現場において、不法無線局を搭載していると疑わしい車両を発見

したときは、すみやかに監督職員にその旨報告すること。 

ツ シンナー等の保管については、工事現場に放置することなく厳重に行い、盗

難を防止するとともに、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実

な管理を行うこと。 

テ 学内全面禁煙について作業員に周知徹底すること。 

ト 学内での作業の際は、名札等を着用すること。また車両には工事関係車両で

あることを表示すること 

 

Ⅴ竣工時業務 

ア 工事完了検査に必要な手続き業務は、工事全体工程に支障がないよう実施す

ること。 

イ 請負人は、建築基準法および消防法に基づく完了検査ならびに公立大学法人

会計規則（平成１８年公立大法人滋賀県立大学規則第４号）および公立大学法

人滋賀県立大学建設工事建設工事執行規程（平成１９年公立大学法人滋賀県立

大学規程第１１６号）に基づく工事完了検査を受けること。 

ウ 請負人は、引き渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリ

ングして提出すること。（部数、詳細については、監督職員の指示による。） 

エ 請負人は、管理マニュアルおよび公共建築工事標準仕様書に示す書類を監督



職員に提出し、確認を受けること。なお、竣工写真、竣工図は次のとおりとす

る。 

ａ 竣工写真 

・ 外観写真、内観写真（3 枚/1 ページ）を A4 用紙に印刷して提出するこ

と。 

・ 写真データ（ファイル形式：ＪＰＥＧ）をＣＤ－Ｒ等にて提出すること。 

・ 著作権は、請負人が法人に無償で譲渡するものとし、法人は了解無くパ

ンフレット、広報等に活用できるものとすること。 

ｂ 竣工図 

・ 縮小版Ａ４サイズを１部提出すること。 

・ ＣＡＤデータ（JWWまたは DXF）を提出すること。 

・ 著作権は、請負人が法人に無償で譲渡するものとし、法人は了解なく改

修工事、次期以降の工事等に活用できるものとすること。 

 

Ⅵその他 

ア 電気設備年次点検に伴う停電を次の日程で予定しているため、停電を必要

とする作業はこの日程に合わせて実施すること 

 2025 年 8 月 23 日（土）未定 

 2025 年 12 月 13 日（土）未定 

 2026 年 8 月 22 日（土）未定 

 2026 年 12 月 12 日（土）未定 

イ 工事対象は大学施設ではあるが、学生休暇期間とは関係なく運用してい

る。特に事務室等は平日の作業は不可とする。 

ウ 対象となる建物の冷暖房を完全停止できるのは５月および１０月の中間

期のみとする。その他の期間は、平日およびイベント実施時について冷暖

房を運用できるものとする 

エ 屋外露出配管の横引き部分については、ステンレス製ピン状鳥害防止器を

取り付けること（ただし地上近くなどの手の届く範囲は除く） 

オ アスベストについて、調査にて発見された場合の処分費用については発注

者にて別途負担するが、調査およびその他の費用は受注者が負担するこ

と。ただし見なし処分となる場合は、処分費用を含め受注者にてすべて負

担すること。 


